
第４学年 体育科学習指導案 

                                   指導者          

    

 

１．単元名 「跳び箱運動～大きなジャンプでピタリと着地！～」（7 時間単元） 

 

２．指導を進めるにあたっての基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな教材で 

○ 本教材は、助走を生かして，いろいろな

跳び方でとび箱を跳び越すことが楽しい運動

である。今できる跳び方でいろいろな高さや

向きのとび箱に挑戦したり，新しい跳び方に

挑戦したりして楽しむことができる。 

○ 「基本の技」となる開脚跳び・台上前転

は、類似する技のグループの中でも も初歩

的で易しい技でありながら、共通する技術的

課題をもっていて、今後の学習につながるも

のである。 

〇 跳び箱運動のおもしろさは、「助走を生か

して強く踏み切り、腕で支持して飛び越して、

安定した着地をする」ことにある。子ども達

は、自分の今持つ力の範囲で、跳び箱を通し

て普段の生活では得られない、空中での感覚

や着地の感覚が味わいながら、できた喜びを

得ることができる。これは、力強い踏切をは

じめ、より高く・遠く跳ぶことに挑戦するこ

とにつながりやすく、ダイナミックな動きに

おもしろさを感じるようになると考えられ

る。 

こんな子どもを 

○ 本学級の子どもたちは，1 学期の体育学習において，グループ内での教え合い活動を経験している。

また、休み時間にはみんなで遊ぶなど、友達と一緒に活動することに意欲的な面がある。しかし体力の差

や心理的な温度差があるために、グループでの活動が停滞したり，漠然と見合うことに留まりつまずきや

技のポイントに絞った教え合い活動ができなかったりする姿が見られ，かかわり合いを中心とする課題解

決が十分にできているとは言い難い。 

○ アンケートの結果から、跳び箱運動について、98％の子どもが「とても好き」「好き」と答えている。

理由としては、多くが技術・難易度の向上を理由におり、中には運動特性に楽しさを感じる子どももいる。

一方で、跳び箱運動が「嫌い」とする子どもの理由も技術面が挙げられており、「できる」ことが楽しさ

を味わう上で必要条件となっていると考えらえられる。また、学習を進めるうえでの希望には、９５％の

子どもが「新しい技ができるようになりたい」と考えており、次いで、６５％の子どもが「友達と教えあ

って、練習したい」と考えていることがわかった。 

めざす子どもの姿 

○ 基本のわざととなる跳び方に取り組み、それぞれの系について自己の能力に適した技ができる子ども。

（技能） 

○ 安全に気をつけて，進んで運動に取り組み，友達と見合ったり教えあったりしている中で運動の楽し

さや喜びを感じることができる子ども（態度） 

○ つまずきや技のポイントを知って課題をもち，自己の能力に応じた場や練習方法を選ぶことで課題解

決ができる子ども（思考・判断） 

こんな支援で 

○ グルーピングの方法について 

・ 準備と準備運動に関しては、4～5人の

男女混合異質グループをつくり、必要な

役割分担を行う。 
 ・めあて学習に入ったら、目的別グループ

で活動する。 

○ 場づくりについて 

 ・ 場の設定方法を図示し，適切かつ迅速

に場のつくり替えができるようにする。 

・ スモールステップでの場や練習方法を

紹介し，自己の能力に応じて選ぶことが

できるようにする。 

○ 交流のさせ方について 

 ・ 具体的な助言をしたり，技のポイント

に気付かせる発問をしたりして，つまず

きや技のポイントを明確にして教え合い

活動ができるようにする。 

 ・ 「見つけた宝紹介ボード」を掲示し，

課題解決の手がかりとなった友達の声か

けや教師の言葉かけを紹介し合う場とし

て活用できるようにする。 



３．学習と指導の計画（全 7時間） 

 １ ２ ３ ４ ５（本時） ６ ７ 

め
ざ
す
子
ど
も
の
姿 

       

学
習
の
流
れ 

１ 学習の見通しをもつ 
 〇 学習のねらいと学習の

すすめ方を知る。 
〇 安全の約束と場のつく

り方を確認する。 
２ 学習の準備をする。 
 〇 準備運動をする。 
  ・うさぎ跳び 
  ・馬跳び 
 〇 本時のめあてを確認す
る。 
 
 
 

〇 事前の実態調査をもと
に、取り組む「基本の技」
を選ぶ。 

 ・開脚跳び 
 ・台上前転 
〇 場づくりをする。 
３ 財産調べをする。 
※ 準備を同じくしたグルー

プで財産調べをする。 
【基本技】上記 
【進んだ技】 
・大きな開脚跳び 
・大きな台上前転 
・かかえこみ跳び 
・仰向け跳び 
・頭はね跳び 

※判断基準については、めあて
確認の際に伝えるとともに学
習ノートに記入しておく。 
 
４ 学習を振り返り、次時の学
習の見通しを持つ。 
○ 学習ノートに活動の振り

返りを書き、めあてを決定
する。 

※できる技をめあて①、できそ
うな技をめあて②とする。 
○ 後片付けをする。 

１ 前時の学習を振り返る。 
 〇 学習のねらいと学習の

進め方を確認する。 
 〇 安全の約束と場のつく

り方を確認する。 
２ 学習の準備をする。 
 〇 準備運動をする。 
  ・うさぎ跳び 
  ・馬跳び 
 〇 本時のめあてを確認す
る。 
 
 
 
 
○ 基本の技に取り組む。 
２、めあて①の活動を行う。 
○グループを確認し、場づくり
をする。 
【予想される課題】 
・手の付く位置 
・踏切の位置 
・タイミング（リズム） 
・歩数（助走距離） 
・着地の仕方 
・空中姿勢 
※動きの分解図を掲示し、各ポ
イントを絞って教えあいがで
きるようにする。 
※課題別にグルーピングする。 

1 学習の準備をする。 
〇 準備運動をする。 

  ・うさぎ跳び 
  ・馬跳び 
 〇 本時のめあてを確認す

る。 
 以下は 2/7 と同じ 
 

 

 

 

 

 
２、めあて①の活動を行う。 
○グループを確認し、場づくり
をする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
以下は、6/7 と同じ。 

 

 

 

 

 

1 学習の準備をする。 
〇 準備運動をする。 

  ・うさぎ跳び 
  ・馬跳び 
 〇 本時のめあてを確認す
る。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
以下は、6/7 と同じ 

 

 

 

1 学習の準備をする。 
〇 準備運動をする。 

  ・うさぎ跳び 
  ・馬跳び 
 〇 本時のめあてを確認す
る。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
以下は、以下は、6/7 と同じ 

 

 

 

1 学習の準備をする。 
〇 準備運動をする。 

  ・うさぎ跳び 
  ・馬跳び 
 〇 本時のめあてを確認す
る。 
２、めあて①の活動を行う。 
○グループを確認し、場づくり
をする。 
 
 
 
 
３、めあて②の活動の準備をす
る。 
 
４、めあて②の活動を行う。 
○グループを確認し、場づくり
をする。 
【予想される課題】 
・手の付く位置 
・踏切の位置 
・タイミング（リズム） 
・歩数（助走距離） 
・着地の仕方 
・空中姿勢 
【予想される活動】 
・グループでの教えあい。 
・場の工夫 
・視聴覚機器の活用 
※スモールステップでの場や
練習方法を紹介する。 
※動きの分解図を掲示し、各ポ
イントを絞って教えあいがで
きるようにする。 
※課題別にグルーピングする。 
５、 学習を振り返り、次時の
学習の見通しを持つ。 
○ 学習ノートに活動の振り

返りを書き交流する。 
※できる技をめあて①、できそ
うな技をめあて②とする。 
○ 後片付けをする。 

1 学習の準備をする。 
〇 準備運動をする。 

  ・うさぎ跳び 
  ・馬跳び 
 〇 本時のめあてを確認す
る。 
 
 
 
 
 
 
２、めあて②の活動を行う。 
○グループを確認し、場づくり
をする。 
【予想される課題】 
・手の付く位置 
・踏切の位置 
・タイミング（リズム） 
・歩数（助走距離） 
・着地の仕方 
・空中姿勢 
※動きの分解図を掲示し、各ポ
イントを絞って教えあいがで
きるようにする。 
【予想される活動】 
・グループでの教えあい。 
・場の工夫 
・視聴覚機器の活用 
※スモールステップでの場や
練習方法を紹介する。 
※動きの分解図を掲示し、各ポ
イントを絞って教えあいがで
きるようにする。 
※課題別にグルーピングする。 
３、 学習を振り返り、次時の
学習の見通しを持つ。 
○ 学習ノートに活動の振り

返りを書き交流する。 
※できる技をめあて①、できそ
うな技をめあて②とする。 
○ 後片付けをする。 

３ 以下は、6/7 と同じ 
４、めあて②の活動を行う。 
５、 学習を振り返り、次時の
学習の見通しを持つ。 
○ 学習ノートに活動の振り

返りを書き交流する。。 
※できる技をめあて①、できそ
うな技をめあて②とする。 
○ 後片付けをする。 

〇基本的な支持跳び越しの
習得に取り組むことができ
る。（技） 
〇安全に気を付けて、友達と
のかかわり合いながら活動
することができる。（態） 
〇自分のできる技を確認し
て、どんな技を習得していき
たいかをめあてを持つ。（思） 
 

〇財産調べをもとに、できる
技をより確かにして、できそ
うな技に挑戦することがで
きる。（技） 
〇安全に気を付けて、友達と
のかかわり合いながら活動
することができる。（態） 
〇できる技をもとに、自分の
能力に応じた技の場や練習
方法を選ぶことができる。
（思） 
 

〇できる技をより確かにし
て、できそうな技に挑戦する
ことができる。（技） 
〇安全に気を付けて、友達と
のかかわり合いながら活動
することができる。（態） 
〇できる技をもとに、自分の
能力や課題に応じた技の場
や練習方法を選んだり工夫
したりすることができる。
（思） 
 

〇できるようになった技を
より確かにして、できそうな
技に挑戦することができる。
（技） 
〇安全に気を付けて、友達と
のかかわり合いながら活動
することができる。（態） 
〇自分の能力や課題に応じ
た技の場や練習方法を選ん
だり工夫したりすることが
できる。（思） 

〇できるようになった技を
より確かにし、できそうな技
に挑戦できる。（技） 
〇安全に気を付けて、友達と
のかかわり合いながら活動
することができる。（態） 
〇練習や教え合いを通して、
友達のよさに気付いたり、自
分の課題を克服する動きを
考えたりすることができる、
（思） 
 

〇できそうな技を習得する
ことができる。（技） 
〇安全に気を付けて、友達と
のかかわり合いながら活動
することができる。（態） 
〇練習や教え合いを通して、
友達のよさに気付いたり、自
分の課題を克服する動きを
考えるたりすることができ
る。（思） 

〇できるようになった技を
より確かにして、できそうな
技に挑戦することができる。
（技） 
〇安全に気を付けて、友達と
のかかわり合いながら活動
することができる。（態） 
〇自分の能力や課題に応じ
た技の場や練習方法を選ん
だり工夫したりすることが
できる。（思） 

財産調べをして、めあてをき
めよう 

やってみる 
自分の力にあった「できるの技」取り組んだり、より完成度を高めたりしよ
う！！ 

ひろげる 
「できそうな技」にちょうせんしたり、自分の課題を見つけたりしよう！ 



４．本時学習 

（１） 本時    月  日（ ）   体育館 

（２） 本時の目標 

○ できるようになった技をより確かにして、できそうな技に挑戦することができる。（技能） 

○ 安全に気を付けて、友達とのかかわり合いながら活動することができる。（態度） 

○自分の能力や課題に応じた技の場や練習方法を選んだり工夫したりすることができる。（思考・判断） 
 

 （３） 準備 

    教師：とび箱，マット，踏切板，ロイター板，調整箱，平均台，ビニルテープ，ゴムひも， 

めあて一覧表（場の設定方法とグルーピングを示したもの），見つけた宝紹介ボード 

    児童：学習ノート，ポイントカード，筆記用具 

５．展開（５／７）                 

 学習活動と内容 学習活動に即した支援 

0 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

 

 

45 

１ 学習の準備をし，めあてを確認する。 

○ 準備運動をする。 
  ・うさぎ跳び 
  ・馬跳び 
○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

２ めあて①の活動を行う。 
○ グループを確認し、場づくりをする。 

【予想される課題】 

・手の付く位置・踏切の位置・タイミング（リ

ズム）・歩数（助走距離）・着地の仕方・空中

姿勢 

○ ※動きの分解図を掲示し、各ポイントを絞っ

て教えあいができるようにする。 

○ ※課題別にグルーピングする。 

 

 

 

３ めあて②の活動の準備をする。 
 ○ めあてを確認する。 
４ めあて②の活動を行う。 
○ グループを確認し、場づくりをする。 

【予想される活動】 
・グループでの教えあい。 
・場の工夫 
・視聴覚機器の活用 
５ 学習を振り返り、次時の学習の見通しを持つ。

○ 学習ノートに活動の振り返りを書き交流す

る。 
 ○ 後片付けをする。 

※ けがや事故を防ぐため，安全に気をつけて

準備するよう声かけをするとともに，4～5 人

の男女混合異質グループをつくり、必要な役

割分担を行うことで，安全で素早い準備がで

きるようにする。 

 

 

 

 

※ 運動の行い方を工夫することを通して，自

分の体力を高めることをねらっていることを

確認する。 

※ 課題別にグルーピングして，ポイントカー

ドを見ながら各ポイントを絞って見合ったり

教え合ったりすることができるようにする。 

※ 見つけたコツを共有することができるよう

に，吹き出しにコツを書いてポイントカード

に貼る。 

 

 

 

 

 

※課題別にグルーピングする。 
※スモールステップでの場や練習方法を紹介す

る。 
※動きの分解図を掲示し、各ポイントを絞って

教えあいができるようにする。 
※視聴覚機器を準備し、自分の技のポイントや

課題を見つけやすくする。（技ごとに１回の利

用とする。） 

 
※できる技をめあて①、できそうな技をめあて

②とする 

授業仮説 

器械運動において「かかわり合いともに高め合う」授業づくりをすれば、運動の楽しさや喜びを味わうことが
できるだろう。 

やってみる 
自分の力にあった「できる技」に取り組んだり、より完成度を高めたりしよう！！ 

ひろげる 

自分の課題にあった場や練習方法を選んで、「できそうな技」にちょうせんしよう、！ 
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